
 
                                           

1 

NY マーケットレポート（2019 年 8 月 21 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

7 月中古住宅販売件数 542 万件（予想 539万件・前回 527 万件⇒529万件） 

7 月中古住宅販売件数（前月比） 2.5％（予想 2.3％・前回 -1.7％⇒-1.3％） 

7 月の米中古住宅販売件数は、市場予想を上回り、2月以来の高水準となった。前年比では+0.6％となり、17

ヵ月ぶりの増加となった。一戸建て住宅は+2.8％の 484 万件、集合住宅は横ばいの 58 万件。地域別では、北

東部が-2.9％の 66 万件と減少したが、中西部は+1.6％の 127.0 万件、南部は+1.8％の 231.0万件、西部は

+8.3％の 118.0 万件だった。中間価格は前年比+4.3％の 28.8 万ドル、平均販売価格は+3.1％の 31.7万ドル

だった。市場の住宅在庫は、前月比-1.6％の 189万件、販売に対する在庫率は 4.2 ヵ月と前月から低下した。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

主な FOMC議事要旨 

・2人の当局者が 0.50％の利下げを支持   

・数人のメンバーは政策金利据え置きを主張 

・7月利下げはサイクル半ばの調整と大半が判断 

・幾人かのメンバーは、柔軟性が必要と強調 

・数人のメンバーは量的緩和の有効性に関して不確実性が残っていると指摘 
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米主要株価指数は軒並み反発  

米株式市場は、米小売り大手などの四半期決算の内容が市場予想を上回り、米個人消費が堅調との見方が広

がり、米主要株価指数は序盤から堅調な動きとなった。FOMC 議事要旨では、大幅利下げが討議されたことは

好感されたが、利下げサイクルの開始は示唆しなかったこともあり、やや上げ幅を縮小する動きも見られた。

ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 305 ドル高まで上昇した。その後は上げ幅を縮小

する場面があったものの、240 ドル高で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは 71 ポイント高で終

了した。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドル/円は底固い動きも、106円台後半ではやや上値の重い動き 

フランス政府関係者の話として、英国の合意なき EU離脱がメインシナリオとの報道を受けて、合意なき離脱

への警戒感からポンド売りが優勢となり、ポンド/円が下落した流れに連れてドル/円も序盤に 106.35 まで下

落した。ただ、米中古住宅販売件数が 2月以来の高水準となったこともあり、ドルの下値は限定的だった。

その後、ダウ平均株価が 300 ドル超の上昇となるなど、主要株価指数の上昇を背景にドル/円は 106.58 まで

反発した。注目の FOMCの議事要旨では、複数の当局者が 0.50％の利下げを支持したことが明らかにされた

ことから、ドル/円は 106.42 まで下落する場面もあったが、7月の利下げはサイクル半ばの調整と大半の当

局者が判断していたことが示されたことや、米景気拡大を引き続き確信していることも明らかにされたこと

でドルは堅調な動きとなり、ドル/円は終盤に 106.64 まで上昇した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 

21 日のルーブルは対ドルで 66.9050ルーブルと小幅なルーブル高、対円では 1.6151円とルーブル高となっ

た。ブレント原油の上昇やロシアの輸出企業による納税を控えてのルーブル買いも支援材料となった。 
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ドル建のロシア RTS株価指数は 15.60Pts高の 1,280.19Pts と続伸したほか、MOEX 指数も 2,673.95Pts 

(1.11Pts 高）と小幅ながら続伸した。欧米株の上昇やブレント原油が 60 ドル台を回復したことが支援材料

となったものの、明晩のジャクソンホールでのパウエル FRB議長の講演を控えて上値も限定的となった。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 4.0296レアルと対ドルで上昇したほか、対円では 26.447円と上昇した。ブラジル中銀に

よるドル売りの動きに加え、欧米株の上昇を手掛かりにリスク選好の動きを背景に新興国通貨のレアルも堅

調な値動きとなった。 

 

ボベスパ指数は 1979.65Pts 高の 101,201.90Ptsと反発した。米大手小売の好決算を受けて米国経済の堅調が

確認されたとの見方を背景に NY 株式市場の堅調な値動きが新興国の株式市場の上昇に安心感を与えた。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


